
こどもたちをしっかりと守る赤系の大

屋根が野沢温泉村の風景と調和し、園

舎の新しいシンボルとなります。

鳥瞰イメージパース

室内でも活発的に遊びまわることのできる

広々とした開放的な遊戯室とします。ステー

ジ後ろの窓には野沢温泉村の棚田の風景があ

り、普段の遊びの中に豊かな自然を感じるこ

とができます。

敷地面積 : 7132.86㎡（村道を除く）

工事種別 : 新築工事

所 在 地 : 野沢温泉村大字豊郷

字荒井4309-7 他

構造種別 : 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

一部鉄筋鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造

延床面積 : 1531.62 ㎡

十分な広さを確保した土間と廊下空間は、

南東側の園庭から入る陽光によって明るく

開放的な空間となり、遊び場が保育室から

廊下、園庭へとゆるやかに拡がります。

●園庭を南東側に配置し

明るく温かい園舎
●敷地を活かした

活動と発見を促す庭の設置
●利用者動線と搬入動線を分離し

安全性に配慮
●充分な堆雪スペースの確保

●ホール・遊戯室を建物の中心とし、にぎわいと交流の場とするこ

とで多様なつながりを創出
●事務室が中央になるように配置し、防犯・安全対策をするとともに

どの部屋にも駆け付けやすく管理がしやすい配置
●未満児と以上児のエリアを明確に分けた配置
●保育室前は「土間＋廊下」を南東側に配置し、明るく温かい保育

環境を確保するとともに、悪天候時でも安心安全に各室にアプ

ローチできる動線を確保
●各保育室から直接園庭にアプローチができる、災害時の安全な

避難経路を確保

だんだん地形を利用した園庭や室内の

遊び場がゆるやかにつながり、五感を

使って身体いっぱい遊べる内外の空間

が一体となった環境とします。

生活や遊びの場となる部屋の入口をアー

チ型にすることで、親しみやすく、安心

感のあるこどもの居場所となります。

広く明るい園庭から全ての保育室に直接アプローチできる計画です。

悪天候時にはメイン玄関から土間廊下に入ることで安全に送り迎えができます。

広く明るい園庭から全ての保育室に直接アプローチできる計画です。

悪天候時にはメイン玄関から土間廊下に入ることで安全に送り迎えができます。

問い合わせ先

教育委員会

☎0269-85-3115
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凡例
保育エリア

スタッフエリア

利用者出入口
スタッフ出入口

園舎から望む山並みと棚田、そして野沢温泉学園の赤系の屋根が織りなす風景の中でみんなで成長し、

村への愛着と誇りを育む自然豊かな保育環境を目指します。

園舎から望む山並みと棚田、そして野沢温泉学園の赤系の屋根が織りなす風景の中でみんなで成長し、

村への愛着と誇りを育む自然豊かな保育環境を目指します。
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